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菖蒲（アヤメ）
■そのまま「ショウブ」と読む場合のショウ
ブは，たいていハナショウブ（花菖蒲）のこ
とを指すそうです。そして「ショウブ（菖蒲）」
はサトイモ科で、端午の節句の菖蒲湯に使わ
れるもので、花は全く違います。ここにアヤ
メとカキツバタが入ると、とてもややっこし
い話になります。■睦沢地区の棚田休耕田では、
老人クラブのみなさんが丹精に育てたアヤメが
見られました。
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○
設
計
概
要
は
…

・
竜
王
駅
南
北
自
由
通
路
、
竜
王
駅
橋
上
駅
舎
の
外
観
は
、
整
備

計
画
に
も
あ
る
南
北
駅
前
広
場
か
ら
自
由
通
路
を
経
由
し
て
、

駅
舎
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
南
北
自
由
通
路
は
、
側
面
が
ガ
ラ
ス
で
覆
わ
れ
、
ガ
ラ
ス
越
し

に
は
、
富
士
山
、
八
ヶ
岳
、
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
３
６
０
度
パ
ノ

ラ
マ
で
周
囲
の
自
然
の
山
並
み
を
眺
望
で
き
ま
す
。

・
南
北
自
由
通
路
の
延
長
は
、
階
段
も
含
め
約
１
２
０
ｍ
、
有
効

幅
員
は
、
約
６
ｍ
。

・
橋
上
駅
舎
に
つ
い
て
も
約
７
０
０
〜
８
０
０
㎡
を
計
画
。

○
設
計
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
…

・
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
新
市
の
象
徴
、
甲
斐

市
の
新
し
い
顔
と
な
る
駅
と
し
て
考
え
ら
て
い
ま
す
。
全
体
は
、

甲
斐
市
の
山
並
み
に
抱
か
れ
た
豊
か
な
緑
の
中
に
あ
っ
て
、
偶
然

に
見
出
さ
れ
た
宝
石
の
原
石
の
よ
う
に
、
透
明
で
輝
き
を
放
つ
多

面
体
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

モ
チ
ー
フ
は
、「
鎹
（
か
す
が
い
）」
と
「
結
晶
」。
イ
メ
ー
ジ
図

の
と
お
り
、
鋭
く
、
金
属
的
な
表
情
を
持
つ
外
観
、
水
平
に
長
い

ボ
リ
ュ
ー
ム
な
ど
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
南
北
自
由
通
路
を
含
め
、

駅
全
体
が
、
旧
三
町
を
一
つ
に
し
っ
か
り
つ
な
ぎ
と
め
る
「
か
す

が
い
」
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
釜
無
川
「
信
玄
橋
」
上
流
に
当
時
の
治
水
の
工

法
の
一
つ
で
あ
る
「
聖
牛
（
せ
い
ぎ
ゅ
う
）」
が
国
土
交
通
省
に
お

い
て
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。

竜
王
駅
橋
上
駅
舎
及
び
南
北
自
由
通
路
の
外
観
を
始
め
内
部
空
間
の
あ
り
方
を

含
め
た
設
計
を
世
界
的
建
築
家
で
あ
る
安
藤
忠
雄
さ
ん
が
手
掛
け
る
こ
と
と
な
り
、

こ
の
ほ
ど
、
イ
メ
ー
ジ
図
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

新
駅
舎
は
、
南
北
自
由
通
路
を
設
け
た
橋
上
タ
イ
プ
。
水
晶
の
結
晶
な
ど
か
ら

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
面
を
多
用
し
開
放
感
の
あ
ふ
れ
る
駅
舎
と
な
っ
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
こ
の
駅
を
核
と
し
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
今
後
の
発

展
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
安
藤
先
生
が
手
が
け
た
こ
と
に
よ
り
、
一
つ
の
建
築

物
と
し
て
新
た
な
観
光
資
源
に
な
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
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こ
の
信
玄
堤
に
古
来
よ
り
設
置
さ
れ
、
人
々
を
天
災
か
ら
守
っ

て
き
た
「
聖
牛
（
せ
い
ぎ
ゅ
う
）」
の
三
角
形
を
基
本
的
な
構
成
要

素
と
す
る
力
強
い
造
形
と
高
度
な
土
木
技
術
に
敬
意
を
払
い
、
そ

の
精
神
を
現
代
に
継
承
す
る
多
面
体
と
し
た
い
と
い
う
思
い
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

甲斐市の新しい顔を目指して 竜王駅
竜王駅外観イメージ

○竜王駅周辺整備事業とは…
・竜王駅周辺整備事業は、新市将来構想の重点プロジ
ェクトに位置づけ、新市建設計画においても「新市の
顔、新市の玄関口」の整備として竜王駅都市拠点整備
事業が重点プロジェクトに位置づけている。
○事業経過について
・竜王駅周辺整備事業は、平成8年度から旧三町にお
いて、整備の構想策定を行い、平成12、13年度に橋
上駅舎及び南北自由通路の概略設計を行い、平成15
年10月20日に都市計画決定を行った。
・平成16年度に国土交通省所管のまちづくり交付金
事業の採択、平成17年度は、街路補助事業（交通結
節点改善事業等）が採択され、事業着手を行う。
○新駅舎設計の経緯について
・竜王駅橋上駅舎、南北自由通路の実施設計のうち
「外観をはじめ内部空間のあり方も含めた」設計を平
成16年度事業として、甲斐市とJR東日本八王子支社
において平成16年12月に設計協定の締結を行った。
この南北自由通路、駅舎とも今年度内に実施設計を

完成させ、本年度末には、工事に着手を行い、平成
19年度内の使用開始を目指す。

安藤忠雄氏経歴
1941年大阪生まれ。独学で建築
を学び、1969年に安藤忠雄建築
研究所を設立。
環境との関わりの中で新しい建築
のあり方を提案し続けている。
代表作に「六甲の集合住宅」「光
の教会」「大阪府立近つ飛鳥博物
館」「淡路夢舞台」「南岳山光明寺」
「アルマーニ・テアトロ」「ピュー
リッツァー美術館」「大阪府立狭
山池博物館」など。
79年「住吉の長屋」で日本建築
学会賞、93年日本芸術院賞、95
年プリツカー賞、ローマ大学名誉
博士号、03年文化功労者、91年
ニューヨーク近代美術館、93年
パリポンピドゥーセンターにて個
展開催。97年より東京大学教授、
03年から名誉教授、05年より特
別栄誉教授。
著書に「建築を語る」「連戦連敗」
など
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ド
ラ
ゴ

ン
パ
ー
ク

(

赤
坂
台
総

合
公
園)

周

辺
道
路
は

駐
車
禁
止

区
域
で
す
。

し
か
し
、

路
上
駐
車

を
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
交
差
点
で

の
見
通
し
が
悪
く
危
険
で
あ
っ
た

り
、
西
側
及
び
南
側
に
隣
接
す
る
畑

な
ど
に
出
入
り
で
き
な
く
て
困
っ
て

い
る
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
車
や
バ
イ
ク
な
ど
で
来
園
さ

れ
る
人
は
、
必
ず
公
園
駐
車
場
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

公
園
内
だ
け
で
な
く
駐
車
に
つ
い

て
も
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
緑
化
推
進
課

（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
１

市
で
は
、
親
し
み
や
す
い
市
民
憲
章

を
制
定
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
『
甲
斐
市
の
イ
メ
ー

ジ
や
目
指
す
も
の
、
甲
斐
市
民
の
望
み

や
願
い
な
ど
』
に
つ
い
て
、一
言
で
表

す
「
こ
と
ば
」
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
「
こ
と
ば
」

は
、
市
民
憲
章
起
草
委
員
会
で
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
市
民
憲
章
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
性
を
、
市
民
の
望
み
や
願
い
を
込
め

て
表
す
も
の
で
す
。

応
募
方
法

官
製
は
が
き
ま
た
は
応
募
用
紙
に
「
こ

と
ば
」（
３
つ
以
内
）、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
職
業
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

「
こ
と
ば
」
と
は
…
甲
斐
市
が
こ

ん
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
甲

斐
市
を
こ
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
。

「
こ
ん
な
」
を
表
す
こ
と
ば

例
…
緑
、
豊
か
な
、
健
や
か
、
ふ

れ
あ
い
、
活
気
、
な
ど
を
お
書
き

く
だ
さ
い
。

締
　
切

６
月
20
日
（
木
）

応
募
用
紙
は
、
竜
王
・
敷
島
・
双
葉

庁
舎
、
睦
沢
・
清
川
・
吉
沢
出
張
所
、

竜
王
北
部
公
民
館
、
竜
王
中
部
公
民
館
、

竜
王
南
部
公
民
館
、
敷
島
公
民
館
、
双

葉
公
民
館
、
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
に

設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

あ
て
先

郵
　
送
　
〒
４
０
０
ー
０
１
９
２
　
甲

斐
市
篠
原
２
６
１
０
　
甲
斐
市
役
所
企

画
課

持
　
参

応
募
用
紙
が
置
い
て
あ
る
施

設
の
窓
口

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
２
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甲
斐
市
の
将

来
を
担
う

子
ど
も
た

ち
は
、
私

た
ち
市
民

の
貴
重
な
財

産
で
す
。

少
子
化
が
進
み
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
は
じ
め
と

す
る
少
子
化
へ
の
取
り
組
み
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
今
、
市
で
も
先
月
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
子
ど
も
や
子
育

て
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
対

応
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
、
地
域
社
会
全
体
で
子
育
て
を
応
援

で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

「
甲
斐
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
〜

子
ど
も
が
親
が
地
域
が
育
つ
ま
ち
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
計
画
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
の
基
本
方
針
、
11
項
目
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

●
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援

①
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
充
実

悩
み
や
不
安
を
軽
減
す
る

た
め
の
相
談
・
支
援
体
制
の
整
備
や
子

育
て
サ
ー
ク
ル
等
の
活
動
の
場
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
相
談
機
関
や
各
種
支

援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し

ま
す
。（
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
・
つ
ど
い
の
広
場
の
開
設
等
）

②
児
童
の
健
全
育
成

児
童
館
に
お
け

る
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
、
子
育
て

相
談
の
推
進
や
放
課
後
・
夏
休
み
等
に

は
幼
稚
園
の
園
庭
を
開
放
し
地
域
の
人

た
ち
と
の
交
流
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

（
児
童
館
建
設
・
保
育
園
の
整
備
・
幼

稚
園
の
園
庭
開
放
等
）

●
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

①
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

保
護
者
の

生
活
実
態
及
び
意
向
を
踏
ま
え
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。（
一
時

保
育
・
延
長
保
育
等
）

●
母
子
の
健
康
の
確
保・相

談
体
制
の
充
実

①
子
ど
も
や
母
親
の
健
康
の
確
保

妊

娠
・
出
産
か
ら
思
春
期
に
至
る
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
た

め
、
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、
母
子
保
健
の
充
実
を
図
り
ま

す
。（
健
康
相
談
・
両
親
学
級
・
不
妊
相

談
・
乳
幼
児
健
診
等
）

②
小
児
医
療
の
充
実

安
心
し
て
子
ど

次
世
代
育
成
支
援

行
動
計
画
の
基
本
方
針
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も
を
生
み
、
健
や
か
に
育
て
る
た
め
、

小
児
救
急
体
制
の
整
備
や
医
療
費
の
助

成
を
推
進
し
ま
す
。（
小
児
救
急
医
療
・

医
療
費
助
成
）

●
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実
と食育

の
推
進

①「
食
育
」の
推
進

乳
幼
児
期
か
ら
思

春
期
ま
で
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
食
の

指
導
や
食
事
づ
く
り
等
体
験
学
習
を
推

進
し
、
食
習
慣
の
理
解
と
定
着
を
図
り

ま
す
。（
離
乳
食
教
室
・
栄
養
教
室
等
）

②
思
春
期
保
健
対
策
の
充
実

性
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
や
学
童
期
・

思
春
期
に
お
け
る
心
の
問
題
に
対
す
る

相
談
体
制
を
推
進
し
ま
す
。（
思
春
期
保

健
指
導
・
相
談
等
）

●
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む学校

教
育
の
推
進

①
確
か
な
学
力
の
向
上
・
豊
か
な
心
の

育
成

少
人
数
指
導
・
習
熟
度
別
指
導

等
、
授
業
方
法
の
工
夫
を
図
り
、
き
め

細
か
い
指
導
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

（
指
導
体
制
の
充
実
・
外
国
語
教
育
等
）

●
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

①
健
や
か
な
体
の
育
成

気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
み
、
体
験
す
る
機
会
や
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
の
場
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。（
指
導
者
派
遣
・
ス

ポ
ー
ツ
教
室
等
）

●
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る

養
育
機
能
の
向
上

①
次
代
の
親
の
育
成

学
校
教
育
に
お

け
る
総
合
学
習
や
体
験
学
習
な
ど
を
通

し
、
保
育
園
・
幼
稚
園
等
の
乳
幼
児
・

児
童
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
広
げ
、
異
年

齢
児
や
世
代
間
交
流
の
拡
大
に
推
進
し

ま
す
。（
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験
）

②
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

学
校
教

育
自
己
判
断
の
実
施
や
学
校
評
議
員
制

度
の
活
用
に
よ
り
、
保
護
者
や
地
域
社

会
と
の
連
携
を
深
め
た
り
、
教
職
員
の

資
質
向
上
の
た
め
研
修
参
加
を
推
進
し

ま
す
。（
学
校
評
議
員
活
用
・
学
校
施
設

整
備
等
）

③
幼
児
教
育
の
充
実

幼
児
期
は
、
生

涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基
礎
を
培
う

時
期
で
あ
る
た
め
、
保
育
園
・
幼
稚

園
・
小
学
校
と
の
連
携
、
交
流
を
推
進

し
ま
す
。（
教
職
員
意
見
交
換
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
と
の
懇
談
会
）

④
家
庭
教
育
へ
の
支
援
の
充
実

地
域

に
お
け
る
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て

情
報
の
提
供
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

（
子
育
て
マ
ッ
プ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
作
成
・

安
心
子
育
て
テ
レ
フ
ォ
ン
の
設
置
等
）

⑤
地
域
の
教
育
力
の
向
上

学
校
施
設

や
機
能
を
開
放
し
て
、
家
庭
や
地
元
自

治
会
等
が
一
体
と
な
り
、
教
育
の
向
上

を
推
進
し
ま
す
。（
学
校
施
設
開
放
・
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

育
成
等
）

●
妊
婦
や
子
ど
も
連
れ
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

①
安
全
な
道
路
交
通
環
境
の
整
備

子

ど
も
や
子
ど
も
連
れ
の
親
が
、
安
全
・

安
心
し
て
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
道

路
整
備
や
犯
罪
防
止
に
配
慮
し
た
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。（
生
活
道
路

の
整
備
・
防
犯
灯
設
置
等
）

②
安
心
し
て
外
出
で
き
る
環
境
の
整
備

妊
産
婦
・
乳
幼
児
連
れ
の
親
が
安
心

し
て
外
出
で
き
る
公
園
の
整
備
や
段
差

の
解
消
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
推
進
し

ま
す
。（
玉
幡
地
区
拠
点
公
園
整
備
等
）

●
防
犯
・
交
通
安
全
教
育
の
推
進

①
子
ど
も
の
交
通
安
全
を
確
保
す
る
た

め
の
活
動
の
推
進

子
ど
も
を
交
通
事

故
か
ら
守
る
た
め
、
交
通
マ
ナ
ー
や
交

通
安
全
教
育
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

使
用
を
推
進
し
ま
す
。（
乳
児
用
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
貸
与
）

②
子
ど
も
を
犯
罪
等
か
ら
守
る
た
め
の

活
動
の
推
進

通
学
路
に
居
住
す
る
地

域
住
民
の
協
力
の
も
と
、
緊
急
避
難
場

所
の
設
置
や
、
警
察
等
と
の
情
報
交
換

や
提
供
を
推
進
し
ま
す
。（「
子
ど
も
１

１
０
番
の
家
」
設
置
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
等
）

③
被
害
に
遭
っ
た
子
ど
も
の
保
護
の
推

進

犯
罪
・
い
じ
め
・
児
童
虐
待
等
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
子
ど
も
へ
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
保
護
者
に
対
す
る
助
言

を
学
校
等
と
連
携
し
て
支
援
し
ま
す
。

（
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
設
置
等
）

●
子
ど
も
の
権
利
保
障
の
た
め
の

支
援
の
推
進

①
児
童
虐
待
防
止
策
の
充
実

児
童
虐

待
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
た
め
、

関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
立
し
、

発
生
予
防
か
ら
保
護
に
至
る
支
援
を
推

進
し
ま
す
。（
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
・
母
子
健
康
相
談
等
）

②
母
子
家
庭
の
自
立
支
援
の
推
進

ひ

と
り
親
家
庭
に
対
す
る
相
談
指
導
の
充

実
や
社
会
的
自
立
に
必
要
な
情
報
の
提

供
を
推
進
し
ま
す
。（
母
子
相
談
員
設
置

等
）

③
障
害
児
施
策
の
充
実

障
害
の
原
因

と
な
る
疾
病
や
事
故
の
予
防
及
び
早
期

発
見
・
治
療
の
推
進
の
た
め
、
妊
婦
や

乳
幼
児
期
の
健
康
診
査
の
充
実
や
相
談

体
制
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。（
乳
幼
児

発
達
相
談
・
在
宅
支
援
・
障
害
児
保
育

等
）

●
経
済
支
援

①
子
育
て
費
用
助
成
事
業
の
推
進

ゆ

と
り
を
も
っ
て
子
育
て
を
行
え
る
よ
う
、

医
療
・
教
育
な
ど
の
経
済
的
支
援
の
充

実
を
推
進
し
ま
す
。（
各
種
医
療
費
助

成
・
児
童
手
当
支
給
・
福
祉
手
当
支

給
・
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
助
成
等
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５
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甲斐市では、市民保養所
（海の家･山の家・キャンプ
場）を開設します。
多くの申し込みが予想され
ますので、お早めに申し込
みください。

「海の家」
（静岡県相良町）
◆宿泊（民宿等）
利用料金は、宿泊施設一覧表のとおり
助成　一人当り2,000円（1泊のみ）
※相良町観光協会へ予約し、観光協会から送付された予約受
付書を申請時に添付してください。

◆休憩（海の家8施設）
助成　全額（1日一人当り550円）
ただし宿泊時は2枚の助成ができます。
なお、休憩券は、海の家の外に相良町営地頭方プール･相
良町Ｂ＆Ｇ海洋センタープールでも利用できます。

■予約･問い合わせは…
相良町観光協会　 0548(52)3130
時間　平日　午前8時30分～午後5時

土曜　午前8時30分～正午
≪相良宿泊施設一覧表≫

（静岡県御前崎市）
◆宿泊（民宿等）
利用料金は、宿泊施設一覧表のとおり
助成　一人当り2,000円（1泊のみ）
※御前崎市観光協会へ予約し、観光協会から送付された予約
受付書を申請時に添付してください。
◆休憩（海水浴場シャワー）
助成　全額（1日一人当り300円）
ただし宿泊時は2枚の助成ができます。
なお、休憩券は、海の家のほかに市営プールでも利用でき
ます。
■予約･問い合わせは…
御前崎市観光協会　 0548(63)2001
時間　午前8時30分～午後5時(毎週火曜日は定休)

留意事項
◆助成するのは、、甲斐市に住民登録をしてい
る人に限ります。

◆利用券の申請は、予約をしてからとなります。
（宿泊のみ）
◆相良町および御前崎市宿泊施設を利用する場
合は、予約書を添付してください。

◆利用券申請期間
6月14日～8月26日（土･日･祭日は除く）
◆利用券有効期間
7月1日（金）～8月31日（水）
◆宿泊キャンセル（海･山の家及びキャンプ場
とも）は、それぞれ所定のキャンセル料金が
かかります。

◆利用券の申請時に、甲斐市に住んでいること
が分かるものを持参してください。（免許
証・健康保険証など住所記入のもの等）
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（新潟県）
◆宿泊（民宿等12施設）
利用料金は、宿泊施設一覧表のとおり
助成　一人当り2,000円（1泊のみ）
※宿泊予約は直接宿泊先へ予約してください。
（市外局番025）
◆休憩（海の家12施設）
助成　全額（１日一人当り700円）
ただし、宿泊時は2枚の助成
■予約･問い合わせは…
谷浜観光協会事務局　 025(546)2008
または、各施設へ直接予約してください。
時間　平日　午前8時～午後6時
≪谷浜宿泊施設一覧表≫

「山の家」
尾白の森キャンプ場（北杜市白州町）

■予約は…
森キャンプ場　 0551(35)2084
≪バンガロー施設一覧表≫
注）ただし、1人600円の助成額です。

篠沢大滝キャンプ場（北杜市白州町）

■予約は…
篠沢･大滝キャンプ場　 0551(35)3131
≪バンガロー施設一覧表≫
注）ただし、1人600円の助成額です。

ノースランドキャンプ場 (甲斐市上芦沢(旧敷島))

■予約は…
ノースランドキャンパーズビレッジ(キャンプ場)
055(277)0105

注）ただし、1人600円の助成額です。

ビッグホーンキャンプ場 (甲斐市上芦沢(旧敷島)

■予約は…ビッグホーンオートキャンプ場
055（277）0080

注）ただし、1人600円の助成額です。

■申請･問い合わせは…商工観光課
（双葉庁舎２階９番窓口） 0551(20)3654
竜王支所地域課
（竜王庁舎１階11番窓口） 055(278)1666
敷島支所地域課
（敷島庁舎２階14番窓口） 055(277)3113

≪御前崎宿泊施設一覧表≫

注）料金は人数によりかわる場合があります。
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玉
川
西
区
育
成
会
は
、
現
代
親
子
に

欠
け
て
い
る
ふ
れ
あ
い
活
動
や
体
験
活

動
を
実
践
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・

親
子
で
の
地
域
伝
統
継
承
活
動
・
有
価

物
回
収
活
動
等
に
取
り
組
ん
だ
活
動
が

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

敷
島
地
区
子
ど
も
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

会
は
、
高
校
生
の
指
導
手
助
け
を
受
け
、

中
学
生
が
中
心
と
な
り
、「
フ
ェ
ス
タ

し
き
し
ま
」
で
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
コ
ー

ナ
ー
の
企
画
運
営
・
球
技
大
会
の
運
営

な
ど
地
域
の
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
、
地
域
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
喜
び
、

自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
る
楽
し
み
を
実

感
す
る
な
ど
、
青
少
年
活
動
の
模
範
と

な
る
活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
20
日
開
催
さ
れ
た
青
少
年
育
成

山
梨
県
民
会
議
定
期
総
会
の
席
上
、
青

て
、
子
ど
も

ク
ラ
ブ
の
育
成
と
少
年
の
健
全
育
成
に

尽
力
さ
れ
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
リ
―
ダ
ー

会
組
織
の
確
立
、
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
向

上
と
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
の
推
進
に

活
躍
さ
れ
た
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

松
本
み
ゆ
き

さ
ん
は
、
富
竹

新
田
２
区
の
育

成
会
長
（
育
成

推
進
員
）
と
し

て
、
長
年
に
わ

た
り
青
少
年
の

健
全
育
成
の
た
め
、
積
極
的
に
育
成
会

の
運
営
・
指
導
に
当
り
、
地
域
住
民
の

期
待
と
信
頼
に
応
え
た
功
績
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
ま
で
竜
王
地
区

育
成
会
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し
て
、

地
区
の
青
少
年
育
成
活
動
に
尽
力
し
ま

し
た
。

さ
れ
た
、
第

37
回
愛
育
班

員
全
国
大
会

に
お
い
て
手

記
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
手
記
は
、

「
私
の
宝
も
の
〜
一
期
一
会
の
出
会
い

か
ら
〜
」
と
題
し
、
子
育
て
支
援
活
動

の
一
環
と
し
て
児
童
館
で
開
催
さ
れ
た

育
児
教
室
で
託
児
を
し
た
時
の
親
子
の

出
会
い
か
ら
感
じ
た
こ
と
、
そ
し
て
後

日
、
そ
の
母
親
か
ら
再
び
声
を
か
け
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な
さ
さ
や
か
な
出
会
い

の
中
に
も
愛
育
会
活
動
と
し
て
の
大
切

な
出
会
い
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
と
い

う
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
手
記
で
し
た
。

市
で
は
、
市
民
か
ら
い
た
だ
く
さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
・
心
配
事
・
行
政
に

対
す
る
苦
情
な
ど
に
お
答
え
す
る
た

め
に
、
甲
斐
市
市
民
相
談
員
と
し
て

次
の
23
人
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

な
お
、
相
談
は
原
則
水
曜
日
の
午

後
１
時
30
分
か
ら
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
毎
月
の
広
報
で
日
程
・
会
場

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
児
童
福
祉

功
労
団
体
表
彰

５
月
５
日
「
山
梨
県
こ
ど
も
祭
り
」

に
お
い
て
、
児
童
福
祉
功
労
団
体
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
甲
斐
市
の
「
玉
川
西
区

育
成
会
」「
敷
島
地
区
子
ど
も
ク
ラ
ブ

リ
ー
ダ
ー
会
」
が
、
山
本
山
梨
県
知
事

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

少
年
育
成
功
労
者
と
し
て
、
島
上
条
の

保
延
昇
一
さ
ん
・
富
竹
新
田
の
松
本
み

ゆ
き
さ
ん
の
２
名
が
、
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

保
延
昇
一

さ
ん
は
、
敷

島
地
区
子
ど

も
ク
ラ
ブ
指

導
者
協
議
会

指
導
員
と
し

山
梨
県
青
少
年

育
成
功
労
者
表
彰

愛
育
班
員
の
手
記
が

全
国
で
最
優
秀
賞

市
民
相
談
員

の
ご
紹
介

■
問
い
合
わ
せ
は
…
市
民
課
（
竜
王
庁
舎

１
階
）

０
５
５（
２
７
８
）１
６
６
４

甲
斐
市
龍
地
に
在
住
し
て
い
る
石
川

友
理
子
さ
ん
が
、
昨
年
度
愛
育
会
理
事

を
し
て
い
た
時
に
応
募
し
た
、
愛
育
班

員
手
記
が
、
全
国
の
多
数
の
応
募
の
中

か
ら
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
過
日
、
４

月
20
日
　
東
京
こ
ま
ば
エ
ビ
ナ
ー
ス
に

お
い
て
開
催

石川友理子さん
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こ
の
ほ
ど
、
平
成
17
年
度
山
梨
県
消

費
生
活
相
談
員
と
し
て
１
０
６
人
が
山

梨
県
よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
甲
斐
市

の
相
談
員
は
次
の
み
な
さ
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「気象を考えた花・樹木の管理」

今月の気象の特徴は、入梅（平年９日）と夏至
（21日）でしょう。これから暑くて湿度の高いう
っとうしい日が多くなるので、アジサイ・サツキ
などいきいきするものもありますが、多くの草花
はウドンコ病・アブラムシなどの病害虫が寄生し、
衰弱するものが多くなります。
庭植え・鉢植えを問わず、枝葉が茂って中まで

風や日光が入らないようになると、病気が多発し
ますので、混んでいるところは枝を切り取り風通
しを良くします。病気の葉や根元の黄化した葉な
どは気付いたら取り除き、それでも病気が発生し
たら薬剤で防除してください。
アブラムシは、成長したばかりの柔らかいとこ

ろに発生しますので、薬剤で退治します。同一薬
剤の使用を続けると、その薬が効かない虫が発生
することがありますので、２～３種類の薬剤を交
互に使います。
また、この時季は一年中で夜の時間が最も短く

なります。植物には、明るい時間に比べて暗い時
間が長くなるとつぼみを付けるものと、反対に暗
い時間が短くなるとつぼみを付けるものとがあり
ます。園芸植物は、品種改良によりこのような性
質は少なくなっていますが、なくなったわけでは
ないので、これから種蒔きをするには説明書を読
んで種子を購入してください。植える場所にも注
意が必要です。身近ではコスモスです。今が種蒔
きの時ですが、街路灯の下や遅くまで電灯が明る
い窓の下などでは暗い時間が短くなるので、つぼ
みが作れずに花が咲かないこともあります。キク
なども、暗くて字が読めないような光でも反応し
て開花が遅れます。
このコーナーは、ガーデニングを楽しんでいる、

また始めてみたいという人の相談や疑問に、市の
園芸アドバイザー窪田友幸がお答えします。お気
軽にご相談ください。
■相談・問い合わせは…
緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）
〒400-0192 甲斐市篠原2610番地
甲斐市役所（竜王庁舎２階）
055（278）1671 FAX 055（276）7216

E-mail：toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp
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４月24日●
榎春祭り
榎東西区では今年も牛頭天王の祭典が行われま
した。このまつりは地域の春祭りとして定着し、
子ども神輿、おとな神輿が「わっしょい」のか
け声とともに区内
を練り歩くと、住
民が沿道に出て声
援を送りました。
広場ではバナナの
たたき売り、カラ
オケ大会、抽選会
なども行われ、春
の1日を楽しみま
した。

●５月15日　花の苗プレゼント

竜王郵便局で郵政記念
式典が行われ、甲斐市
出身でアテネ五輪競泳
女子日本代表の長田友
喜子さんが１日局長を
務めました。
長田さんはアテネ五輪
で着用した公式スーツ姿で、郵便局を訪れた利用
客にバーベナの苗を配ったり、玉幡保育園の園児
とポストの清掃など行いました。

竜王北部公民館前、双葉ふれあい文化館前、
いきいき新緑まつりが行われた敷島総合公園
の３箇所で花の苗のプレゼントが行われまし
た。どの会場も大勢の人が列をつくり、これ
から夏に向けて長く楽しめるマリーゴールド
の苗を２鉢ずつ受け取りました。

４月29日●
大下条区歩け歩け大会
大下条区主催の歩け歩け大会が行われました。当
日は総勢150人が参加。Aコースとして、大下条
広場からドラゴンパーク経由信玄堤公園の約６キ
ロ、Bコースは広場から慈照寺経由信玄堤公園の
３キロを歩きました。ゴールの信玄堤公園では、
みんなで昼食を取り懇親を深めました。

●４月21日
郵便局で記念式典

●４月、５月
各地で春の運動会清川地区春の運動会

宇津谷区スポーツフェスティバル

ゴールデンウィーク中、市内の各地
区で運動会やスポーツフェスティバ
ルなどの催しが行われました。どの
会場も子どもから落としよいお年寄
りまで多くのみなさんが参加。みん
な気持ちよさそうに体を動かしてい
ました。
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●５月15日
いきいき新緑まつり

敷島総合公園・敷島農村公園で「いきいき新緑まつり」が開催
されました。総合公園会場では、地元小・中学生によるアトラ
クションやものまねショー、キャラクターショーにちびっ子た
ちが大喜び。農村公園会場では、梅のもぎ取り体験で多くの親
子づれが楽しそうに、袋いっぱいになるまで梅を詰めていまし
た。どちらの会場もた
くさんの人が訪れ、み
どり豊かな自然を満喫、
ふれあいを深めました。

●５月13日
双葉中１年生が史跡めぐり

５月15日●
ふれあいロビーコンサート

双葉中学校1年生（140名）が竜王地区及び敷島地区の
文化財めぐりをしました。午前９時に赤坂台公園に集
合。先生から注意事項等を受けてからクラスごとに近
くの中秣塚古墳に移動。市の文化財担当者から話を聞
いた後、事前に決めておいたコースに基づき班毎に行
動開始。１日かけて市内の文化財を歩き、自分たちの
知らなかった甲斐市に触れ、地域についての理解を深
めました。

双葉ふれあい文化館において、音楽の花束ふれ
あいロビーコンサートが行われました。丸山優
子さんのソプラノ独唱、石岡千弘さんのピアノ
演奏でCMなどで聞き覚えのあるクラシック曲
やアニメ曲など15曲を披露。会場につめかけた
約100人の市民は普段なかなか触れることので
きない本格的な芸術の世界に浸っていました。



子どもの日イベント　

５月５日（木）、市立図書
館で子どもの日イベントが
開催されました。
竜王、双葉、敷島各図書

館では、ボランティア団体、
図書館職員がそれぞれ趣向
をこらした多彩なプログラ
ムを用意。集まった子ども
たちは人形劇、手遊びゲー
ム、大型紙芝居、映画会な
ど次々と催される出し物に
大喜び。お父さん、お母さ
んと一緒にリズムに合わせ
て手遊びゲームに夢中にな
ったり、用意されたプログ
ラムを満喫していました。
図書館では子どもの日だ

けでなく、定期的に乳児・
幼児・小学生向けのおはな
し会を開催していますので
ぜひ足を運んでください。
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子ども読書の日である４月23日、「子どもの

読書活動推進フォーラム」（文部科学省主催）

の席上、竜王図書館でボランティア活動をして

いる「ききみみずきんおはなしの会」（倉本未

津子代表）が子どもの

読書活動優秀実践団体

として文部科学大臣賞

の表彰を受けました。

ききみみずきんおは

なしの会は子育て中の

主婦ら29人でつくるボランティアグループ。

図書館では定例の「こぐまちゃんのおへや」

「しろくまちゃんのおへや」・「キッズぷらねっ

と」など乳幼児～小学生を対象としたおはなし

会、また、身体障害者療護施設コスモスに出向

いてのおはなし会などの活動を通じて本の楽し

さを伝えています。

文部科学大臣賞の表彰

～ききみみずきんおはなしの会～



開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

６月のおやすみ 定例休館日 ６日（月）、13日（月）、20日（月）、27日（月）
月末整理日 30日（木）

場所 竜王図書館おはなしコーナー
日時 ６月４日（土）

午前10時30分～11時30分
内容 お話、ゲームキッズぷらね

っと

日時 ６月18日（土）
午前10時30分～11時30分

テ ー マ 雨の日のすごし方
内容 お話、ブックトーク、工作

日時 ６月19日（日）
午後1時30分開演
（午後1時開場）

内容 『山の郵便配達』1999／
中国／93分／字幕
湖南省西部の山間地帯。

郵便配達員として長い年月
勤め上げてきた男は、跡継
ぎとなる息子と初めての旅
である２泊３日の過酷な道
のりを行くことに……。
いつまでも胸に響く余韻が
残る感動の物語。

日時 ６月４日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべ歌、読み聞

かせ、パネルシアターなど

日時 ６月２日（木）、16日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

聞いて味わう本の世界。どなた
でもお気軽にご来店ください。
日時 ６月16日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー 「御坂峠」、「桜桃忌に寄せ

て」、「私の大阪八景」
板前 ねの会
助っ人板前 あやの会

日時 ６月９日（木）、23日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー

・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時

45分
対象 5か月～1歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシア

ター、おりがみなど

対象 3歳～9歳
日時 ６月11日（土）、25日（土）

午前10時30分～11時15分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 ６月２日（木）、16日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時 ６月18日（土）
午後2時～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

日時 ６月9日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時 ６月11日（土）、25日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
20日（月）から24日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」のみ
なさんによる朗読が放送されます。
午後のひととき、どうぞお気軽にお
聞きください。

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしい店
おきらく亭

こぐまちゃんのおへや

キッズぷらねっと
～ストリーテリング編～

上 映 会

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館 おはなしのもり
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市では、毎年計量法に基づき、一定の期間を経
過した水道メーターを無料でお取り替えさせてい
ただいております。（漏水等があった場合は、修
理内容によって別途修理費がかかります）
該当するご家庭に、市の委託業者（市内の指定

給水装置工事事業者）が身分証明書を携帯して伺
いますので、ご協力をお願いいたします。
また、メーターボックスの周辺に自動車や植木

等の障害物及び、庭でのペットの放し飼いにより
作業が困難となる場合がありますので、メーター
ボックス周辺は作業しやすい状態にしておいてい
ただくよう重ねてお願いいたします。
○取り替え対象地区と期間
■対象区域 奇数月検針地区

（旧竜王町及び旧双葉町地内）
期　　間 6月中旬～7月上旬（1回目）

8月中旬～9月上旬（2回目）
■対象区域 偶数月検針地区

（旧竜王町及び旧双葉町地内）
期　　間 7月中旬～8月上旬（1回目）

9月中旬～10月上旬（2回目）
■問い合わせは…水道局業務課

055（276）0733

上水道について、市民のみなさんの理解と関心
を深め、公衆衛生と生活環境の改善および向上を
図るため、水道週間を設けています。
今年度は、スローガンを「水道水　まちのすみ

まで　未来まで」とし、甲斐市上下水道工事店協
会員（28社）の協力を得て、次の日程で出張点検や
設備修繕などに取り組みます。
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甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所　双葉公民館ホール
日　時　６月20日（月）

・学校体育施設（７月分） 午後７時～
・社会体育施設（８月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島

公民館窓口
日　時　６月23日（木）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（７月分）
・社会体育施設（８月分）

※平成17年度については学校体育施設、社会体育施
設とも通年で一斉開放を実施します。
※平成17年４月１日から敷島地区、双葉地区におい
てもスポーツ施設管理指導員を配置しています。カ
ギ等の貸出方法が変更になっていますのでご注意く
ださい。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

Ｂ＆Ｇ海洋センタープール日程表
開館期間　６月１日（水）～９月30日（金）
開館時間　午前10時～正午（午前の部）

午後１時～午後５時（午後の部）
午後６時～午後９時（夜間の部）

注意事項
入泳する際には、スイミングキャップの着用が義

務付けられています。
幼児および夜間の小中学生の利用は、必ず保護者

同伴でお願いします。

Ｂ＆Ｇ海洋センター
料金表

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

＜プール開放カレンダー　７月　＞
○敷島Ｂ＆Ｇ海洋センター（毎週月曜日休館）
甲斐市島上条2527-1 055（277）7767

○双葉Ｂ＆Ｇ海洋センター（毎週火曜日休館）
甲斐市宇津谷1957 0551（28）6004

甲斐市体協ソフトボールチーム男子・
女子ともに全国大会に出場
５月１日、８日の２日間、緑ヶ丘球技場を主会場

に熱戦が繰り広げられた第２回全日本一般男子ソフ
トボール大会山梨県予選会で市体育協会Ａチームが
見事に優勝。全国大会への出場権を手にしました。
また、５月８日、緑ヶ丘球技場で開催された第５

回日本スポーツマスターズ大会ソフトボール女子の
部山梨県予選会で市体育協会エルダー（35歳以上女
子）チームも見事に優勝を果たしました。
これにより一般男子チームは８月19日から石川県

で開催される全国大会、女子エルダーチームは９月
22日から富山県で開催される全国大会へ出場しま
す。

家庭婦人バレーボール大会結果報告
４月10日（日）から20日（水）にかけて県内各地で

熱戦が繰り広げられた第33回会長杯・第29回コカコ
ーラ杯県下家庭婦人バレーボール大会において、市
内のチームが好成績をおさめました。
■第33回会長杯　　　　■第29回コカカーラ杯　　　
○１部（一般） ○１部（一般）
優勝　玉幡クラブＡ　　 第３位　玉幡クラブＡ

○２部（40歳以上） ○２部（40歳以上）
優勝　竜北ドリーム　　 優勝　竜北ドリーム

○３部（50歳以上） ○３部（50歳以上）
優勝　玉幡クラブＢ　　 優勝　玉幡クラブＢ
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※18日は祝日のため開館。翌19日休館。



嘱
託
職
員
募
集

職
種

甲
斐
市
専
門
交
通
指
導
員

応
募
資
格

心
身
と
も
に
健
康
で
交
通

指
導
に
関
心
と
熱
意
の
あ
る
年
齢
45

歳
位
ま
で
の
女
性
で
普
通
自
動
車
運

転
免
許
証
を
持
っ
て
い
る
人

業
務
内
容

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

交
通
安
全
指
導
等

勤
務
内
容

１
日
５
時
間
と
し
、
児
童

の
登
下
校
時
に
お
け
る
街
頭
指
導
及

び
市
内
の
巡
回
等

給
与

甲
斐
市
専
門
交
通
指
導
員
規
則

の
適
用
に
よ
る
支
給

採
用

登
録
制
と
し
、
増
員
・
欠
員
な

ど
必
要
に
応
じ
て
登
録
者
の
中
か
ら

採
用

■
問
い
合
わ
せ
は
…

総
務
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
１

軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
30
日
と
な
り
ま
す
。

今
ま
で
軽
自
動
車
税
の
納
期
は
旧
竜

王
町
４
月
、
旧
敷
島
町
５
月
、
旧
双
葉

町
６
月
で
し
た
が
、
甲
斐
市
に
お
け
る

納
期
限
は
６
月
30
日
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
付
書
に
つ
い
て
は
６
月
中

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
に
つ
い
て

一
定
以
上
の
身
体
障
害
者
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

身
体
障
害
者
等
本
人
が
所
有
す
る
軽

自
動
車
（
身
体
障
害
者
で
年
齢
18
歳
未

満
の
人
ま
た
は
精
神
障
害
等
に
あ
た
っ

て
は
そ
の
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
を
含
む
）
で
、
一

人
に
つ
き
１
台
減
免
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
普
通
自
動
車
の

減
免
を
受
け
て
い
る
人
は
該

当
に
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

本
年
度
に
減
免
の
申
請
を
さ

れ
た
人
は
、
翌
年
度
以
降
申

請
内
容
に
変
更
が
な
い
限

り
、
毎
年
度
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。（
本
年
度

の
申
請
は
必
要
に
な
り
ま

す
）

減
免
の
手
続
き

軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知

書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
６
月

23
日
（
木
）
ま
で
に
竜
王
庁

舎
税
務
課
ま
た
は
敷
島
、
双

葉
庁
舎
市
民
課
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

１
　
本
人
運
転

・
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
・
身
体

障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
う
ち

該
当
す
る
も
の
（
複
数
あ
る
場
合
は
、

す
べ
て
）
・
運
転
免
許
証
・
印
鑑
・
車

検
証

２
　
家
族
運
転
・
常
用
介
護
者
運
転

・
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
・
身
体

障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
の
う
ち

該
当
す
る
も
の
（
複
数
あ
る
場
合
は
、

す
べ
て
）
・
運
転
免
許
証
・
印
鑑
・
車

検
証
・
生
計
同
一
証
明
書

※
詳
細
お
よ
び
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、

税
務
課
市
民
税
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

国
保
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
会
社

や
役
所
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
い
人
の
健
康
を
守
る
た
め
の
制
度

で
す
。
加
入
し
て
い
る
人
の
病
気
・
け

が
・
出
産
・
死
亡
な
ど
に
対
し
て
、
保

険
給
付
を
行
い
ま
す
。

他
の
健
康
保
険
に
加
入
を
し
て
い
る

人
や
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
以

外
は
、
全
て
の
人
が
国
保
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
国
保
に
加
入
す
る
人

・
自
営
業
の
人

・
農
業
や
漁
業
を
営
ん
で
い
る
人

・
退
職
を
し
て
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

を
脱
退
し
た
人

・
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人

・
外
国
人
登
録
を
し
て
い
て
、
１
年
以

上
日
本
に
滞
在
し
、
社
会
保
険
が
非
適

用
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
人

○
国
保
に
加
入
す
る
日

・
他
の
市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
日

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
資
格
が
な

く
な
っ
た
日
（
退
職
し
た
翌
日
）

・
生
ま
れ
た
日

・
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
日

加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

国
保
へ
の
加
入
資
格
が
発
生
し
た
日
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か
ら
実
際
に
届
け
出
を
し
た
日
ま
で
の

間
は
保
険
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間
に

医
療
機
関
で
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
民

健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
加
入
資
格

を
得
た
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
計
算
さ

れ
、
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

健
康
保
険
の
資
格
の
異
動
が
あ
る
場

合
に
は
、
加
入
・
喪
失
と
も
に
必
ず
14

日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
場
合
で
、

国
保
の
喪
失
の
届
け
出
を
し
な
い
と
、

国
保
税
が
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
国
保
を
喪
失
す
る
日

・
他
の
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
日

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た

日
の
翌
日

・
死
亡
し
た
日
の
翌
日

・
生
活
保
護
を
受
け
は
じ
め
た
日

●
喪
失
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

国
保
の
資
格
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
喪
失
の
届
け
出
を
せ
ず
に
国
保
の

保
険
証
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
た
場
合

に
は
、
国
保
か
ら
支
払
わ
れ
た
医
療
費

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

平
成
17
年
度
農
繁
期
労
働
賃
金
標
準
額

が
決
ま
る

甲
斐
市
農
業
委
員

会
で
は
、
４
月
27
日

開
催
の
農
業
委
員
会

で
次
の
と
お
り
、
平
成
17
年
度
の
農
繁

期
労
働
賃
金
の
標
準
額
を
決
定
し
ま
し

た
。（
左
表
参
照
）

※
各
地
域
の
形
状
・
特
性
か
ら
地
域
単

位
の
算
定
と
し
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
地
域
内
の
農
振
除
外
（
白
地
）

相
談
・
申
出
書
受
付

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
で
具
体

的
な
事
業
計
画
の
あ
る
人
の
農
振
除
外

（
白
地
）
に
つ
い
て
相
談
・
申
出
書
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
必
ず

し
も
除
外
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

５
月
16
日
（
月
）
〜
６
月
30
日
（
木
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
誌
５
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

今
月
は
「
児
童
手
当
現
況
届
」
の

提
出
月
で
す

児
童
手
当
は
、
小
学
校
第
３
学
年
修

了
前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
受
給
に
は
所
得
が
限
度

額
以
内
（
次
ペ
ー
ジ
別
表
）
で
な
い
と

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
支
給
金
額

第
１
、
２
子
　
月
額
　
５
、
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
月
額
１
０
、
０
０
０
円

●
認
定
の
手
続
き

以
前
所
得
制
限
オ

ー
バ
ー
な
ど
で
手
当
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
人
や
年
金
の
種
類
が
変
更
し
た
人
、

児
童
手
当
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
人

で
受
給
対
象
児
童
を
お
持
ち
の
人
は
、

新
規
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
受
給
者
に
は
、
申
請
の
翌
月
分
か
ら
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
）

●
現
況
届

現
在
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
人
は
、
毎
年
６
月
に
「
児
童
手
当

現
況
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
こ
れ

を
提
出
し
な
い
と
引
き
続
き
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

現
況
届
の
用
紙
は
該
当
す
る
み
な
さ

ん
に
５
月
下
旬
に
お
送
り
ま
す
の
で
次

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

何でも鑑定団がやってきます
お宝募集中

テレビ山梨で放映中の「開運！何でも鑑定

団」の出張鑑定が次の日程で予定されてい

ます。

みなさんお手持ちの美術品からお菓子のお

まけまで、あなたのとっておきの「お宝」

を鑑定してもらいませんか。

詳しくは公共施設窓口にあるパンフレット

をご覧ください。

日時 ８月21日（日）

場所 双葉ふれあい文化館

■問い合わせは…秘書広報課（竜王庁舎３

階） 055（278）1678



提
出
期
間

６
月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

添
付
書
類

・
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
等

（
受
給
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
で
あ
る

場
合
の
み
）

・
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
（
平
成
17

年
１
月
１
日
に
、
甲
斐
市
に
住
所
が

な
か
っ
た
人
の
み
）

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
、
提
出
す
る

書
類
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
の
交

付
申
請
に
つ
い
て

平
成
17
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

受
給
者
証
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
新
た
に
ひ
と
り
親
に
な
っ
た

人
、
ま
た
平
成
16
年
度
所
得
税
課
税
の

た
め
非
該
当
と
な
っ
た
人
で
、
次
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
６
月
30
日

（
木
）
ま
で
に
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

要
　
件

本
市
に
住
所
を
有
し
、
平
成
17
年
度

（
平
成
16
年
中
）
の
所
得
税
が
非
課
税

の
人

添
付
書
類

・
申
請
者
と
児
童
の
健
康
保
険
証
・

遺
族
年
金
証
書
ま
た
は
児
童
扶
養
手

当
証
書
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
（
新

規
該
当
者
の
み
）
・
所
得
課
税
証
明

書
（
控
除
等
の
内
訳
が
明
記
さ
れ
て
い

る
も
の
・
平
成
17
年
１
月
１
日
以
後

に
転
入
の
人
の
み
）

＊
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
更
新
通

知
書
が
郵
送
し
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
・
戸
数

・
田
畑
団
地
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

市
営
田
畑
団
地
１
号
館
１
０
２
号
　
　

（
甲
斐
市
宇
津
谷
４
６
５
８
番
地
２
）

甲
斐
市
広
報
誌

イ
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扶養人数
0人
1人
2人
3人
4人
5人

国民年金加入者
3,010,000円
3,390,000円
3,770,000円
4,150,000円
4,530,000円
4,910,000円

厚生年金加入者
4,600,000円
4,980,000円
5,360,000円
5,740,000円
6,120,000円
6,500,000円

児童手当基準表



・
泉
尻
団
地
１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

市
営
泉
尻
団
地
３
０
４
号

（
甲
斐
市
大
下
条
４
７
５
番
地
１
）

選
考

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い

ま
す
。
な
お
、
同
居
親
族
が
あ
る
希

望
者
を
優
先
し
ま
す
。

募
集
方
法

申
込
は
ど
ち
ら
か
１
団
地

に
限
り
ま
す
。
両
方
へ
の
申
込
は
出

来
ま
せ
ん
。

申
込
用
紙
を
竜
王
庁
舎
（
建
設

課
）
・
双
葉
庁
舎
・
敷
島
庁
舎
（
地

域
課
）
で
配
布
し
ま
す
の
で
、
期
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
入
居

者
は
審
査
の
う
え
決
定
い
た
し
ま
す

が
、
該
当
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
。

申
込
期
間

６
月
６
日
（
月
）
〜
15
日
（
水
）

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
）

抽
選
日（
予
定
）

６
月
22
日

午
前
10
時
〜
（
田
畑
団
地
）

午
後
２
時
〜
（
泉
尻
団
地
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

建
設
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

平
成
17
年
国
勢
調
査

調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査
が
10
月
１

日
に
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

９
月
か
ら
10
月
中
旬
に
、
国
勢
調
査

の
調
査
員
と
し
て
従
事
で
き
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

調
査
員
資
格

・
20
歳
以
上
で
、
調
査

活
動
が
で
き
る
健
康
な
人
・
選
挙
関

係
及
び
徴
税
・
警
察
に
直
接
関
係
の

無
い
人
・
調
査
で
知
り
得
た
こ
と
な

ど
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人
・
平
日

に
行
わ
れ
る
説
明
会
等
に
出
席
で
き

る
人

主
な
仕
事

調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席

担
当
調
査
区
の
確
認

調
査
票
の
配
布
と
回
収

調
査
票
の
点
検
・
整
理
と
提
出

報
酬

国
の
基
準
に
基
づ
き
ま
す

募
集
期
限

６
月
30
日
（
木
）

申
し
込
み

指
定
の
国
勢
調
査
調
査
員

登
録
カ
ー
ド
に
必
要
事
項
を
記
入
し

本
人
が
窓
口
へ
持
参
（
登
録
カ
ー
ド

に
つ
い
て
は
、
竜
王
庁
舎
は
企
画
課
、

敷
島
庁
舎
お
よ
び
双
葉
庁
舎
は
市
民

課
に
あ
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

企
画
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２

旧
竜
王
地
区
で
く
み
取
り
便
所
助
成
金

こ
の
た
び
、
旧
竜
王
地
区
で
、
は
じ

め
て
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度
を
活

甲
斐
市
広
報
誌
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フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
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用
し
た
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
甲
斐
市
の

合
併
に
伴
い
下
水
道
の
普
及
促
進
を
目

的
と
し
て
新
た
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、

旧
竜
王
地
区
、
旧
双
葉
地
区
に
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造

し
て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う

使
用
者
に
対
し
、
最
高
７
万
円
の
助
成

金
が
交
付
さ
れ
る
制
度
で
す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

便
槽
の
悪
臭
や
ハ
エ
の
発
生
が
な
く
な

っ
て
環
境
衛
生
の
向
上
に
つ
な
が
り
、

高
齢
者
も
安
心
し
て
ト
イ
レ
が
使
用
で

き
る
快
適
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

く
み
取
り
便
所
を
使
用
し
て
い
る
家

庭
は
、
ぜ
ひ
こ
の
制
度
を
活
用
し
、
下

水
道
へ
一
日
も
早
く
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
の
額
（
供
用
開
始
か
ら
）

（
自
己
用
住
宅
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
）

１
年
以
内
の
接
続
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
接
続
工
事
　
１
万
円

●
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
及
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

③
官
公
署
、
会
社
及
び
そ
の
他
の
法
人

で
な
い
こ
と

食
用
油
処
理
剤
は
使
用
出
来
ま
せ
ん

公
正
取
引
委
員
会
は
「
家
庭
排
水
と

し
て
そ
の
ま
ま
流
せ
る
」
と
し
た
食
用

油
処
理
剤
を
販
売
す
る
５
社
に
対
し
、

景
品
表
示
違
反
の
疑
い
で
警
告
を
し
ま

し
た
。
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
、
こ
れ

ら
の
商
品
を
混
ぜ
た
食
用
油
の
水
質
へ

の
影
響
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
食
用
油

を
直
接
捨
て
る
よ
り
も
水
質
を
悪
化
さ

せ
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

下
水
道
の
水
質
改
善
の
た
め
に
、
食

用
油
は
で
き
る
だ
け
使
い
切
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
廃
棄
す
る
場
合

は
新
聞
紙
に
染
み
込
ま
せ
た
り
、
油
凝

固
剤
で
固
め
て
か
ら
ゴ
ミ
と
し
て
捨
て

ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

甲
斐
市
温
泉
施
設
利
用
カ
ー
ド
が
で
き

ま
し
た

甲
斐
市
温
泉
施
設
を
市
内
料
金
で
利

用
す
る
場
合
や
68
歳
以
上
の
人
が
利
用

す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
免
許
証
、
保

険
証
等
で
住
所
や
年
齢
を
確
認
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
温
泉
施
設

利
用
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り

市
内
料
金
で
各
温
泉
施
設
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
各
温
泉
窓
口
に

て
免
許
証
、
保
険
証
等
で
確
認
の
う
え

発
行
い
た
し
ま
す
の
で
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
中
学
生
以
下
の
場
合
は
、

利
用
カ
ー
ド
を
提
示
す
る
時
に
そ
の
旨

窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

対
象
施
設

・
釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
７
６
）
１
１
５
１

・
神
明
温
泉
志
麻
の
湯
　
　
　
　
　
　
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
３
１
１

・
百
楽
泉

０
５
５
１
（
２
８
）
６
０
０
０

釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

増
改
築
工
事
に
伴
う
休
館
の
お
知
ら
せ

先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り

６
月
か
ら
12
月
末
ま
で
の
予
定
で
、
老

朽
化
し
た
釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
た
め

増
改
築
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間

中
は
休
館
と
な
り
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
来
年
１
月
に
は
新
し
く
生
ま

れ
変
わ
っ
た
釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
が
み
な
さ
ん
を
お
迎
え
い

た
し
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

休
館
予
定
期
間

６
月
１
日
（
水
）
か
ら
12
月
31
日
（
土
）

（
開
館
日
に
つ
い
て
は
広
報
誌
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

商
工
観
光
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
４

竜
王
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

平
成
18
年
成
人
式
日
程

来
年
の
成
人
式
は
「
成
人
の
日
」
前

日
の
日
曜
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

日
　
時

平
成
18
年
１
月
８
日
（
日
）

受
　
付

午
前
９
時
〜

式
　
典

午
前
10
時
〜

場
　
所

昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」

対
象
者

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

平
成
18
年
成
人
式
実
行
委
員
の
募
集

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
人
で
、
成
人

式
の
企
画
に
参
加
し
、
お
手
伝
い
し
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。
一
生

に
一
度
の
成
人
式
を
自
ら
の
手
で
作
り

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

会
議
日
程

７
月
頃
か
ら
開
催
予
定

会
議
内
容

平
成
18
年
成
人
式
の
企
画
、

運
営
に
関
す
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

市
民
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
の
施
設
は
土
、

日
、
祝
日
も
平
日
料
金
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

さ
ら
に
４
月
か
ら
、
市
民
が
ホ
ー
ル

を
使
用
す
る
場
合
は
、
舞
台
技
術
者
料

は
か
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
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お
り
ま
す
。

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
の
ご
案
内

平
成
17
年
度
よ
り
、
次
の
プ
レ
イ
ガ

イ
ド
で
チ
ケ
ッ
ト
を
取
り
扱
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

百
楽
泉
／
塩
崎
駅
ジ
ェ
イ
・
シ
ョ
ッ
プ

塩
崎
店
／
テ
ィ
・
コ
ン
プ
双
葉
響
ケ
丘

店
／
沢
田
屋
双
葉
店
／
敷
島
総
合
文
化

会
館
／
ブ
ル
ー
ア
ー
ス
敷
島
／
松
雲
堂

（
竜
王
庁
舎
前
）
／
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
志
村

竜
王
店
／
竜
王
北
部
公
民
館
／
竜
王
中

部
公
民
館
／
竜
王
南
部
公
民
館
／
県
民

文
化
ホ
ー
ル

※
映
画
会
の
チ
ケ
ッ
ト
は
県
民
文
化
ホ

ー
ル
で
は
取
り
扱
い
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
事
務
室

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
６
０

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

●
６
月
23
日
（
木
）
ま
で
「
水
彩
の
会
」

（
水
彩
画
）
の
み
な
さ
ん
の
作
品
を
展
示

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
中
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

●
５
月
31
日
（
火
）
〜
７
月
27
日(

水)

「
彩
の
会
」（
水
彩
画
）
の
み
な
さ
ん
の
作

品
を
展
示

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

市
立
敷
島
中
学
校
吹
奏
楽
部

第
５
回
定
期
演
奏
会

日
　
時

６
月
19
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
開
演

場
　
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

内
　
容

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
、
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
曲
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
な
ど

入
　
場

無
料

■
問
い
合
わ
せ
は
…
市
立
敷
島
中
学
校

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
５
１

幻
想
的
な
ホ
タ
ル
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

●
信
玄
堤
ホ
タ
ル
観
察
会

主
　
催

ホ
タ
ル
ゆ
め
銀
河
の
会

期
　
間

６
月
10
日
（
金
）
〜
15
日
（
水
）

時
　
間

午
後
７
時
〜

午
後
９
時
30
分

場
　
所

信
玄
橋
北

期
間
中
は
、
会
員
が

ホ
タ
ル
の
案
内
を
し
ま
す
。

●
米
笠
ホ
タ
ル
観
賞
会

主
　
催

米
笠
ホ
タ
ル
愛
育
会

実
施
日

６
月
18
日
（
土
）

時
　
間

午
後
７
時
〜

場
　
所

六
反
川
上
流

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
自
主
企
画
事
業

親
子
で
楽
し
む
映
画
の
集
い

「
ワ
ン
ピ
ー
ス
〜
オ
マ
ツ
リ
男
爵
と
秘
密

の
島
〜
」

開
催
日

６
月
12
日
（
日
）

入札結果 

生け垣･花壇、コンテナコンク
ール応募作品
応募対象
市内の公道に面して設置された｢生け
垣･花壇」「コンテナ」が対象

応募方法
応募用紙に必要事項を記入し、公道
側からとった写真を添付して、郵送
またはご持参ください。応募用紙は、
先月号の広報19ページに掲載してあ
るほか、竜王、敷島、双葉の各庁舎
に備えてあります。

選考表彰
選考、表彰、賞など詳しくは応募用
紙をご覧ください。

応募期限　６月８日（水）まで
応募先
〒400-0192 甲斐市篠原2610  
甲斐市役所(竜王庁舎)
緑化推進課緑化推進担当
(２階26番窓口) 055(278)1671

大募集中



開
　
場

午
後
１
時
30
分

上
映
開
始

午
後
２
時
　

場
　
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

入
場
料

親
子
ペ
ア
券
８
０
０
円
　
大

人
券
７
０
０
円
　
小
人
券
３
０
０
円

全
席
自
由

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

影
絵
げ
き
「
み
る
」
コ
ン
サ
ー
ト

物
語
「
１
０
０
万
回
生
き
た
ね
こ
」

開
催
日

７
月
10
日
（
日
）

開
　
場

午
後
１
時
30
分

開
　
演

午
後
２
時

場
　
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

入
場
料
　
親
子
ペ
ア
券
２
、
５
０
０
円

大
人
券
２
、
０
０
０
円
　
小
人
券
１
、

０
０
０
円
　
全
席
自
由

※
チ
ケ
ッ
ト
は
ふ
れ
あ
い
文
化
館
事
務

室
の
他
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。

お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
事
務
室

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
６
０

法
務
局
な
ん
で
も
無
料
相
談

法
務
局
で
は
、
登
記
・
戸
籍
・
人
権

擁
護
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
生
活
に
深
く

関
係
す
る
事
務
を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま

す
。「
相
談
し
た
い
け
れ
ど
も
、
平
日
は

な
か
な
か
都
合
が
つ
か
な
い
」
人
の
た

め
に
、
次
の
と
お
り
無
料
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
予
約
の
必
要
は
な
く
、
秘
密

は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
　
時

６
月
19
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

会
　
場

甲
府
地
方
法
務
局
４
階
会
議
室

相
談
内
容

土
地
や
建
物
に
関
す
る
こ
と
、

相
続
や
遺
産
の
こ
と
、
い
じ

め
や
体
罰
の
こ
と
、
お
年
寄

り
な
ど
の
財
産
等
を
守
る
成

年
後
見
制
度
の
こ
と
、
婚

姻
・
離
婚
・
親
権
な
ど
の
こ

と
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府
地
方
法
務
局

０
５
５
（
２
５
２
）
７
１
５
３

（
業
務
時
間
外
は
通
じ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

い
き
い
き
健
康
チ
ェ
ッ
ク

竜
王
南
部
公
民
館
活
動
推
進
協
議
会

で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
が
い
き
い
き

と
健
康
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
体
力
測
定

を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

６
月
11
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

場
　
所

竜
王
南
部
公
民
館

主
　
催

竜
王
南
部
公
民
館
活
動
推
進

協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１

市
立
南
保
育
園
た
ん
ぽ
ぽ
教
室

対
　
象

保
育
園
に
入
所
し
て
い
な
い

親
子
（
２
・
３
歳
児
）

定
　
員

15
組

内
　
容

野
外
遊
び
、
親
子
で
の
製
作

な
ど

日
　
時

６
月
14
日
か
ら
毎
週
火
曜
日

午
前
10
時
か
ら
11
時

申
込
期
間

６
月
１
日
（
水
）
〜
７
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
立
南
保
育
園

０
５
５
（
２
７
７
）
４
８
４
６

子
育
て
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

保
育
園
、
幼
稚
園
入
園
前
の
子
ど
も

の
い
る
お
母
さ
ん
。
日
頃
育
児
で
疲
れ

て
い
る
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
託
児
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
の
で

安
心
し
て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
ま
す
。

「
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教
室
」

日
　
時
　
６
月
15
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館

対
象
人
数

15
人

講
　
師

ポ
ー
ラ
化
粧
品
　
ア
ペ
ッ
ク

ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
中
島
み

な
子

参
加
料

無
料

持
ち
物

普
段
使
用
し
て
い
る
化
粧
道

具
一
式
、
ス
タ
ン
ド
ミ
ラ
ー

受
付
期
間

６
月
６
日
（
月
）
〜
６
月
13
日

（
月
）
平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
定
員
に
な
り
次
第
締

切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室

専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導

の
も
と
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
水
中
で
体

を
動
か
す
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
す
。
ア
ク

ア
ビ
ク
ス
に
よ
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
効
果

を
あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

６
月
30
日
（
木
）
〜
７
月
21
日

（
木
）（
毎
週
木
曜
日
・
計
４

回
）
午
後
７
時
30
分
〜
８
時

30
分

場
　
所

敷
島
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

参
加
料

無
料

対
象
者

市
内
在
住
者

募
　
集

40
名

受
付
開
始

６
月
１
日
（
水
）
午
前
９
時
か

ら
電
話
受
付

持
ち
物

水
泳
着
・
タ
オ
ル
・
水
泳
キ

ャ
ッ
プ
（
水
泳
キ
ャ
ッ
プ
は

必
ず
着
用
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

初
心
者
の
た
め
の
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室だ

れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
時

６
月
３
日
（
金
）
〜
24
日
（
金
）

（
毎
週
金
曜
日
・
計
４
回
）

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

場
　
所

竜
王
体
育
館
（
旧
中
部
体
育
館
）

対
象
者

市
内
在
住
者

定
　
員

30
名
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参
加
料

５
０
０
円

持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育

館
シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト

講
　
師

市
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
員

申
込
方
法

当
日
会
場
に
て
受
付

■
問
い
合
わ
せ
は
…
体
育
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

「
軽
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」
に
み
ん
な
集
ま
れ

市
体
育
指
導
委
員
に
よ
る
「
軽
ス
ポ

ー
ツ
広
場
」
を
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
で
開

設
し
ま
す
。
お
な
じ
み
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
ほ
か
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
気
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
た
く
さ
ん
紹
介
し
ま
す
。

日
　
時

６
月
12
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク

（
赤
坂
台
総
合
公
園
）

種
　
目

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ス
ナ

ッ
グ
ゴ
ル
フ
・
テ
ィ
ー
ボ
ー

ル
・
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス

ク
・
輪
投
げ
な
ど

対
象
者

公
園
来
場
者

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

第
１
回
甲
斐
市
民
親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会

市
体
育
協
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
主
催
の
市
民
親
善
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
上
位

入
賞
者
は
９
月
18
日
開
催
の
山
梨
県
体

育
祭
り
の
甲
斐
市
代
表
と
な
り
ま
す
。

日
　
時

７
月
10
日
（
日
）
８
時
30
分
ま

で
に
受
付

場
　
所

敷
島
総
合
公
園
多
目
的
運
動
場

参
加
資
格

市
内
在
住
者
（
中
学
生
以
上
）

参
加
料

無
料

＊
用
具
の
貸
出
あ
り

申
込
方
法

６
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
電
話

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
体
育

協
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

警
察
官
募
集
の
お
知
ら
せ

県
警
で
は
、
平
成
17
年
度
山
梨
県
警

察
官
採
用
試
験
（
第
２
回
目
）
を
実
施
し

ま
す
。

試
験
日
程
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
警
察
官
Ａ
・
Ｂ
（
平
成
18
年
４
月
採
用

の
男
性
と
女
性
）

受
付
期
間

７
月
20
日
（
水
）
〜
８
月
19
日
（
金
）

第
一
次
試
験
日

９
月
18
日
（
日
）

■
試
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・
採
用

試
験
案
内
請
求
先
は
…

県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
担
当
　
　

（
０
１
２
０
）
３
１
４
８
７
４

（
採
用
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

県
人
事
委
員
会
事
務
局

０
５
５
（
２
２
３
）
１
８
２
１

「
サ
イ
エ
ン
ス
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」

巡
回
展

日
　
時

７
月
31
日
（
日
）
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日
は
毎
月
第
３
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
翌
日
）

場
　
所

県
営
発
電
総
合
制
御
所
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

内
　
容

全
国
サ
イ
エ
ン
ス
ア
イ
デ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞
し
た
７

つ
の
機
械
を
展
示

「
ゴ
ロ
ン
キ
ー
ズ
」に
参
加
し
て
、君
も

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
博
士
に
な
ろ
う

工
作
教
室
や
発
電
設
備
等
の
見
学
な

ど
を
通
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利

用
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

楽
し
く
学
び
ま
す
。

開
催
日

７
月
26
日
（
火
）
〜
７
月
28
日

（
木
）
の
３
日
間

場
　
所

県
営
発
電
総
合
制
御
所

内
　
容

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習

会
、
電
池
の
実
験
、
工
作
教

室
、
水
力
発
電
所
等
見
学
会

（
貸
切
バ
ス
利
用
）
な
ど

対
　
象

県
内
在
住
の
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生

参
加
費

無
料

定
　
員

30
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
記
入

応
募
期
限

６
月
30
日
（
木
）（
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
県
営
発
電
総
合
制

御
所
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
２
１
１

切
手
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
郵
政
公
社
で
は
、「
世
界
の
国
々

と
の
交
流
・
親
善
」
を
題
材
と
し
た
切

手
の
デ
ザ
イ
ン
を
広
く
一
般
か
ら
募
集

し
、
優
れ
た
作
品
を
切
手
デ
ザ
イ
ン
に

採
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

テ
ー
マ

「
な
か
よ
し
」

応
募
部
門

○
一
般
部
門
（
平
成
17
年
４
月
１
日
現

在
、
満
15
歳
以
上
の
人
）

○
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
平
成
17
年
４
月
１

日
現
在
、
満
15
歳
未
満
の
人
）

応
募
作
品

絵
画
、
写
真
、
版
画
等
個
人

の
作
品
で
、
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作

品
・
画
材
、
色
彩
は
自
由

平
面
作
品
に
限
る

応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
作
品
の
サ
イ
ズ

Ａ
４
サ
イ
ズ

応
募
先
　
〒
１
６
０
―
０
０
２
２

新
宿
一
郵
便
局
留
　
切
手
デ
ザ
イ
ン
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コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局
あ
て

締
　
切

６
月
30
日
（
木
）（
必
着
）

賞

特
賞
（
一
般
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

そ
れ
ぞ
れ
２
点
）

優
秀
賞

（
一
般
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
そ
れ

ぞ
れ
５
点
）

佳
作
１
、
０
０

０
点（
部
門
に
か
か
わ
ら
ず
）

※
特
賞
４
点
が
平
成
18
年
３
月
１
日
発

行
予
定
の
「
国
際
交
流
・
親
善
切
手
」

の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
郵
便
局
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
切
手
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
事
務
局
　

０
３
（
３
３
５

０
）
４
４
１
６

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
付
与
講
習
会

日
　
時

６
月
29
日
（
水
）、
30
日
（
木
）

午
前
８
時
50
分
〜
午
後
５
時

※
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。

会
　
場

山
梨
県
自
治
会
館

甲
府
市
蓬
沢
一
丁
目
15
ー
35

定
　
員

１
８
０
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

受
講
料

３
、
５
０
０
円

受
　
付

６
月
13
日（
月
）〜
17
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
甲
府

地
区
消
防
本
部
予
防
課
査
察
指
導
係

甲
府
市
伊
勢
３
ー
８
ー
23

０
５
５
（
２
２
２
）
１
２
８
４

敷
島
棚
田
で
田
植
え
、
泥
ん
こ
遊
び
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

日
　
時

６
月
12
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜

（
雨
天
決
行
）

場
　
所

睦
沢
地
区
の
棚
田

内
　
容

田
植
え
、
泥
ん
こ
ゲ
ー
ム

（
希
望
者
）（
参
加
費
無
料
）

※
必
要
な
支
度
と
着
替
え
を
準
備
し
て

き
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
新
宿
区
、
世

田
谷
区
の
区
民
と
の
交
流
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
敷
島

棚
田
等
農
耕
文
化
保
存
協
会

０
５
５
（
２
７
７
）
６
２
９
８

子
ど
も
樹
木
博
士
に
な
ろ
う

木
の
名
前
を
覚
え
、
親
子
で
自
然
に

親
し
む
活
動
で
す
。

日
　
時
（
そ
れ
ぞ
れ
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
）

第
１
回
　
７
月
17
日
（
日
）
山
梨
県
緑
化

セ
ン
タ
ー
（
甲
斐
市
篠
原
）

第
２
回
　
７
月
31
日
（
日
）
河
口
湖
フ
ィ

ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

第
３
回
　
８
月
21
日
（
日
）
武
田
の
杜

受
　
付

６
月
17
日
（
日
）
か
ら
山
梨
県

緑
化
セ
ン
タ
ー
で
電
話
受
付

（
３
回
一
括
受
付
、
先
着
順
）

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

募
集
人
数

50
組
（
小
中
学
生
と
そ
の
保
護

者
）

参
加
費

無
料

用
意
す
る
も
の

野
山
を
歩
け
る
服
装

（
長
そ
で
シ
ャ
ツ
、
長
ズ
ボ
ン
、

帽
子
）、
筆
記
用
具
、
昼
食
、

雨
具

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
７
６
）
２
０
２
０
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

自転車の交通事故防止
梅雨時になり、自転車の傘差し運転が目立

ちます。自転車を運転する際の傘差しによる

片手運転や傘を固定しての運転は、風を強く

受けたときにバランスを崩して転倒し、また、

さらに、周囲を走る車両のドライバ－からは、

自転車の動きが予測できないため、思わぬ交

通事故に発展することもあります。

自転車は道路交通法上「軽車両」と呼ばれ

「車両」として位置付けられ、傘さし運転は禁

止されています。

「自転車による傘さし運転はやめましょう」
雨が降った時の傘さし運転は避け、雨衣を

正しく着用して運転するように心がけましょ

う。

平成17年交通安全スロ－ガン

「やりません 飛び出し　手ばなし 二人乗り」

どろぼう捜査にご協力を
最近のどろぼうは、不良外国人による組織

的な金庫破り、ピッキングによる空き巣や自

転車で通行中の女性を狙ったひったくりなど、

住民に不安を与える身近な犯罪が多発してい

ます。

事件の犯人を検挙して事件を解決するため

には、犯罪捜査に対する市民のみなさんのご

理解とご協力が欠かすことができません。

どろぼうの被害に遭った時は，

◯散らかされた室内等を片付けない。

◯泥や汚れを拭いたりしない。

被害に遭った時の状態そのままで，最寄り

の警察署・交番等に届け出てください。

また犯人は下見をしたり見張りを置いたり、

自動車を利用したりしていますので、「被害に

遭う前や被害の時間帯に見慣れない人や車を

見た。」という情報もぜひ、警察にお寄せくだ

さい。

甲斐市を「犯罪のない、安全で住みよい街」
にするためにご協力をお願いします。
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空き地の管理は大丈夫ですか

雑草の繁茂する時期になりました。

空き地の雑草等をそのまま放置してお

きますと、害虫の発生源となり不衛生

であるばかりか、ごみを捨てられやすく

なり周辺の美観を損なうなど近隣住民の迷

惑になります。空き地の所有者は、早めに草刈り

をするなど常に適正な管理に心がけてください。

■問い合わせは…環境課（双葉庁舎１階）

0551（20）3653

せん定枝粉砕処理
家庭等において伐採されたせん定枝を粉砕処理します。

◎玉幡中学校北側の市有地
日程
６月は次の日をお休みとさせていただきます。

毎週金曜日

◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入り口）
日程
６月は次の日をお休みとさせていただきます。

毎週月・水・木・土曜日

受入時間 午前９時～正午、午後１時～午後４時

対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm以下のものに

限ります。

果樹のせん定枝についても対象とします。

＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付いた物、

及び草等は受入しませんので注意してください。

＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来ませ

ん。

なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限り無料

で差し上げています。せん定枝受け入れ時間中であれば

いつでも取に来ていただいて結構です。

希望する人は、チップを入れる袋などを持参して、係

員の指示に従ってください。

身近なことから、環境問題に取り組んでみましょう。

５月30日から６月30日まで
「やまなし環境月間」です

今日、地球温暖化をはじめとする環境問題の多くは、

私たちの日常生活や通常の事業活動が主な原因であり、

ひいては、これまで私たちが前提としてきた社会経済の

あり方そのものに起因すると考えられます。それを解決

するためには、環境を大切にしようとする考え方を社会

に広め、一人ひとりが自らの行動に十

分な環境への配慮をしていくことが必

要です。

そこで、山梨県では各市町村、環境

保全団体等の協力を得ながら、県民の

環境問題への意識高揚を目指し、各地に

おいて環境保全への活動が様々な形で活発

となり、日常生活の中に定着していくことをねら

いに「やまなし環境月間」を設定しました。住民のみな

さんも環境問題について考えてみましょう。

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎１階） 055（277）3113

こどもエコクラブ甲斐水辺の探検隊
隊員募集
甲斐市を中心とした川や池を活動エリアにして、

魚の観察を中心に水生昆虫・水辺の植物の観察や水
質調査などを行い、環境について考えていくクラブ
です。
対象 甲斐市および周辺の小学４年生以上中学２年

生まで
定員 20人
活動 ６月第２日曜日、７月第４日曜日、８月第

１・３日曜日、９月第２日曜日、秋冬１回を
予定

内容 箱メガネを使っての水中観察、魚釣り、網を
使った魚・昆虫取り等を行います。

後援 やまなし淡水生物研究会
協力 YAMANASIみずネット
■申し込み・問い合わせは…
大森一夫（とみや商店） 090（1537）2022
中込秀幸　 0551（28）5022

双葉地区・河川清掃を
７月３日（日）に行います

住民みなさまのご協力をお願いします。
自治会ごとに自治会長さん、環境委員さん
を中心に作業を行ってください。
■問い合わせは…環境課（双葉庁舎１階）

0551（20）3653

竜王地区の河川清掃
お疲れ様でした
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古紙配合率100％再生 
紙を使用しています 

この印刷物は環境にやさしい 
大豆油インキで印刷しています 

甲斐市では合併後の諸課題や新たな市民ニーズに対応すべく、基
本構想・基本計画からなる「甲斐市総合計画」を策定します。甲斐市
のまちづくりを総合的かつ計画的に推進していくために、総合計画
審議会を設置し、いろいろな方面からご審議していただき、平成18
年度からの10か年計画を策定するものです。策定にあたっては、
「住民意向調査」・「市民インタビュー」・「地域懇話会」等市民のみな
さんの声を反映した計画にしたいと考えております。「甲斐市総合計
画」に盛り込んでみたい計画、ご意見等がありましたら、次の要領で
お寄せください。策定の参考とさせていただきます。
記載要領 住所・氏名・年齢を明記の上、200字以内にまとめてお

寄せください。様式については特に指定はありません。
なお、甲斐市ホームページ上の「新着情報」からも寄稿
できます。

メールアドレス sougou@city.kai.yamanashi.jp
送付先 甲斐市役所　企画課

〒400－0192 甲斐市篠原2610番地
●問い合わせは…企画課（竜王庁舎２階） 055（278）1662

38


